
田原本駅周辺の再整備によるにぎわいと魅力あるまちづくり ○

平成30年度　～　令和4年度　（5年間） 田原本町

（H30当初） （R2末） （R4末）

田原本A校区の人口減少率（％）

減少率＝（平成29年12月末人口ー平成34年12月末人口）/平成29年12月末人口

再開発地北側における道路の歩行者数の増加(人/8ｈ）

・人口維持の指標として、当該再開発地が含まれる田原本A校区（駅周辺地区）における住民基本台帳の平成30年から平成34年の人口減少率を3％以下に抑える。
（平成25年から平成29年の減少率は、4.8％）

・にぎわいのある駅周辺まちづくりに向けた指標として、当該区域北側の道路における歩行者数を102人/８ｈ（H29）から197人/８ｈ（H35.1)人に増加。

社会資本総合整備計画（社会資本整備総合交付金）
計画の名称 重点配分対象の該当

計画の期間 交付対象

令和3年3月31日

計画の目標

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値最終目標値

本地区は、老朽木造住宅が集積する密集市街地であり、町の玄関口として商業業務機能や住民サービスの充実が不十分であるため整備が必要である。
再開発事業により、玄関口としての充実を図ることで、商業施設への来訪者、居住人口の回復によるまちの活性化を図り、持続可能なまちを目指しまちづくりを進める。

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ
＋Ｄ）

3,396百万円 Ａ 3,396百万円 Ｂ ０百万円 Ｃ 0百万円 Ｄ 0百万円

効果促進事業費の割合

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

5.0%

102人/8h 197人/8ｈ

－ 3％以下



Ａ　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 個別施設計画 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H30 H31 R2 R3 R4 策定状況

Ａ16-001 住宅 一般 田原本町 間接 3,396 1.54

合計

Ｂ　関連社会資本整備事業（該当なし）

事業 地域 交付 直接 個別施設計画 備考
種別 種別 対象 間接 H30 H31 R2 R3 R4 策定状況

合計 0

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H30 H31 R2 R3 R4

合計

番号 備考

Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業

事業 地域 交付 直接 備考

種別 種別 対象 間接 H30 H31 R2 R3 R4

合計

番号 備考

田原本町

交付対象事業

事業者
要素となる事業名

市町村名
全体事業費
（百万円）

費用便益比
（事業箇所）

(仮称)田原本
駅南地区市街
地再開発組合

住宅、商業、公
益施設、等

0.5ha

番号 事業者 要素となる事業名
事業内容

田原本駅南地区市街地再開発事業

市町村名
事業実施期間（年度） 全体事業費

（百万円）
費用便益比

（延長・面積等）

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容
市町村名

港湾・地区
名

全体事業費
（百万円）

一体的に実施することにより期待される効果

番号 事業者
要素となる事業名

（事業箇所）
事業内容

市町村名
事業実施期間（年度） 全体事業費

（百万円）（面積等）

一体的に実施することにより期待される効果



交付金の執行状況
（単位：千万円）

H30 H31 R2 R3 R4

配分額
（a）

11,130 0 43,146

計画別流用
増△減額
（b）

0 0 0

交付額
（c=a+b）

11,130 0 43,146 0 0

前年度からの繰越額
（d）

0 0 0

支払済額
（e）

11,130 0 43,146

翌年度繰越額
（f）

0 0 0

うち未契約繰越額
（g）

0 0 0

不用額
（h = c+d-e-f）

0 0 0

未契約繰越＋不用率
(h = (g+h)/(c+d)）

0.0% 0.0%

未契約繰越＋不用率が10％を
超えている場合その理由


